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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
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【公表番号】特表2016-508603(P2016-508603A)
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【出願番号】特願2015-555284(P2015-555284)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月19日(2017.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧電センサを実装するシステムであって、
　少なくとも１つの標準センサインタフェースを含むセンサポッドと、
　それぞれが、少なくとも１つの相補的標準センサインタフェースを有する、異なる外部
マウントインタフェースを含む複数の異なるマウントアダプタと、
を備え、
　前記センサポッドは、円柱状の主筐体を有し、前記標準センサインタフェースは、前記
主筐体の外部の大半をカバーするねじりインタフェースであることを特徴とするシステム
。
【請求項２】
　前記同一の標準センサインタフェースを有する複数のセンサポッドを更に備え、異なる
センサポッドは、異なる出力感度を測定することが出来る、ことを特徴とする請求項１に
記載のシステム。
【請求項３】
　前記出力感度は、１から１０００ｍＶ／ｇの範囲である、ことを特徴とする請求項２に
記載のシステム。
【請求項４】
　前記マウントアダプタの少なくとも１つは、ブロック形状であることを特徴とする請求
項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記マウントアダプタの少なくとも１つは、六角形インタフェースを有することを特徴
とする請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記マウントアダプタの少なくとも１つは、２以上のセンサポッドを保持するように設
計されていることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記マウントアダプタの少なくとも１つは、三軸構成において、３つのセンサポッドを
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保持するように設計されていることを特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記センサポッドは、トランスデューサと信号調整電子回路を含む、ことを特徴とする
請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記センサポッドは、ＩＥＰＥセンサ設計を有することを特徴とする請求項８に記載の
システム。
【請求項１０】
　圧電センサのモジュール型システムであって、
　それぞれが、少なくとも１つの標準センサインタフェースを含む、様々な感度を有する
複数のセンサポッドと、
　外部マウントインタフェースと、少なくとも１つの相補的標準センサインタフェースを
有するマウントアダプタと、
を備え、
　前記複数のセンサポッド中の各センサポッドは、円柱状の主筐体を有し、前記複数のセ
ンサポッド中の各センサポッドの前記標準センサインタフェースは、前記主筐体の外部の
大半をカバーするねじりインタフェースであることを特徴とするシステム。
【請求項１１】
　異なる外部マウントインタフェースを含む複数の異なるマウントアダプタを更に備え、
各マウントアダプタは、少なくとも１つの相補的標準センサインタフェースを有する、こ
とを特徴とする請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記出力感度は、１から１０００ｍＶ／ｇの範囲であることを特徴とする請求項１０に
記載のシステム。
【請求項１３】
　前記出力感度は、１から２５ｐＣ／ｇの範囲であることを特徴とする請求項１０に記載
のシステム。
【請求項１４】
　前記マウントアダプタは、六角形外部インタフェースを有することを特徴とする請求項
１０に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記マウントアダプタは、２以上のセンサポッドを保持するように設計されていること
を特徴とする請求項１０に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記マウントアダプタは、三軸構成において、３つのセンサポッドを保持するように設
計されていることを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記センサポッドは、トランスデューザと、信号調整電子回路とを含む、ことを特徴と
する請求項１０に記載のシステム。
【請求項１８】
　異なるマウントインタフェースを有する複数の圧電センサを提供する方法であって、
　それぞれが同一の標準センサインタフェースを有する複数のセンサポッドを製造するこ
とと、
　異なる外部インタフェースを有するが、それぞれが相補的な標準センサインタフェース
を有する複数のマウントアダプタを製造することと、
を備えることを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記複数のセンサポッドは、様々な感度のセンサポッドを含むことを特徴とする請求項
１８に記載の方法。
【請求項２０】
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　前記複数のセンサポッドは、異なる測定可能効果を検出するように設計されたセンサポ
ッドを含む、ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記マウントアダプタは、更に、前記マウントアダプタの前記外部マウントインタフェ
ースに結合する衝撃吸収材料を含む、ことを特徴とする請求項１０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記マウントアダプタは、更に、前記複数のセンサポッドの各センサポッドのそれぞれ
と前記マウントアダプタとの間に熱絶縁材料を含む、ことを特徴とする請求項１０に記載
のシステム。
【請求項２３】
　前記マウントアダプタは、更に、前記外部マウントインタフェースに結合した衝撃吸収
材料を含む、ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記マウントアダプタは、更に、前記センサポッドがマウントアダプタに組み立てられ
たとき、前記マウントアダプタから前記センサポッドを熱絶縁するために配置された熱絶
縁材料を含む、ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
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